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この課題を設定した理由は大野市の人口が急激に減少してきているからです。令和2年の大野市の人
口は3126人であったのが令和27年には2万人までに減少すると予測されています。
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課題設定の理由

令和２７年 ２０，０００人

大野市の人口が減少している

令和２年 ３１，２８６人



こちらが大野市の人口グラフです。このように減少してきています。私たちは人口現象を防ぐには
どうしたらいいのかを考えました。

大野市人口グラフ
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そこで大野市民が大野に住んでいて困っていることを調査し、困っていることを解決したら人口減
少を防げるのではないかと考えVioでアンケート・インタビュー、中学生にアンケートを実施しまし
た。

人口減少を防ぐにはどうしたらいいのか

大野市民が大野に住んでいて
困っていることを調査

困っていることを解決
したら人口減少を防げ
るのでは？？



調査方法

vioでアンケート・インタビュー
中学生にアンケート



調査した結果、産婦人家がないなど子育てに困っている人が多いことがわかりました。そこで私た
ちは立て環境を充実することで人口が増えるのではないかと考えました。

調査結果

子育てに困っている人が多い

そこでわたしたちは
産婦人科がないなど

子育て環境を充実にすることで
人口が増えるのではないかと考えた



人口が減少すると街が活性化しなくなる、医療介護費の増大生活利便性の低下などが挙げられます。

人口が減少すると・・・

街が活性化しなくなる

医療・介護費の増大

生活利便性の低下



目をつけたのは！

私たちが



私たちが目をつけたのは大野市の公共施設が不十分だということです。

公共施設の整備が不十分

大野市の



大野市には産婦人科がありません。そのため子育てに不安を覚える母親が続出しています。また病
院がある福井まで行かないと子供を生むことができないので妊婦さんに負担が生じてしまいます。

大野市

産婦人科がない

子育てに不安をおぼえる

病院がある福井まで行かないといけない

妊婦さんに負担が生じる



しかしそれと人口現象とに何の関係があるのと思うかもしれません。子供を安心して産めない、安
心して産み育てられる環境がないことで人口現象につながるのではないかと考えました。

「それと人口減少の関係は？」

子供を安心して産めない
安心して産み育てられる環境がない

人口減少につながる

母親は子供が自分の命よりも大切

不安

安心して産める所
住みたい！！



じゃあ大野市に産婦人科を作ればじゃないのと思う方もいると思います。

じゃあ
大野市に産婦人科を
作ればいいんじゃないの



大野市に産婦人科を作るのは難しいです。その理由として3つあげられます。

大野市に
産婦人科を作るのは難しい

その理由として３つ挙げられる



1つ目 産婦人科を作るのに約5000万円ほどの費用がかかってしまうということです。

１ 費用がかかる

設備費として2,000万円

土地や建物に必要な費用として3,000万円

合計で5,000万円程の費用



2つ目 人口が少なく子供を生む女性が少ないことによって産婦人科が儲からなくなり潰れる可能性
があるということです。

２ 人口が少なく子供を産む女性が少ない

産婦人科が儲からない
潰れる可能性



3つ目 子供を産むにあたって失敗してしまうと裁判沙汰になるということです。もし失敗してしま
うと大野市では背負いきれない状態になってしまいます。

３ 子供を産むにあたって裁判沙汰に
なることがある

出産 失敗

大野市では背負いきれない



提案するのは

私たちが！



そこで私たちが提案するのは地域の保健室です。

地域の



でも大野市には似たような子育て支援センターがあるけどそれと何が違うんだろうと思うかもしれ
ません。

でも・・・

大野市には似たような

子育て支援センターが
あるけど、それと何が
違うんだろう



今から地域の保健室と育て支援センターの違いを説明します。

その通り！！

子育て支援センター

地域の保健室
＆

ちがいとは？？



子育て支援センターとは保育士による絵本の読み聞かせ、触れ合い遊びなどを実施し子育てに関す
る相談や助言情報を提供してくれるところです。

子育て支援センターとは

保育士による
絵本の読み聞かせ、ふれあい遊び

子育てに関わる相談、助言
情報の提供

保育士による
絵本の読み聞かせ、ふれあい遊び

子育てに関わる相談、助言
情報の提供



じゃあ地域の保健室とはどのようなところだろう。

地域の保健室
なんだろう



地域の保健室とは主に出産子育てに関するお悩み相談室です。

地域の保健室

主に出産、子育てに関する

お悩み相談室



でもあくまでも保健室です。身の回りに起こる些細なこと、誰かとお話ししたい時気持ちがが暗い
時など、学校の保健士みたいな感覚でご利用できます。

あくまでも保健室！

身の回りに起こるささいなこと

誰かとおはなししたい時

気持ちがくらい時

学校の保健室みたいな感覚！



また子供を家には1人で置いてはいけないという方のために保育士による預かり保育を実施します。
そうすることで誰でも気兼ねなく相談できます。

「こどもを家に一人でおいていけない！」
という方のために！

保育士さんによる預かり保育を実施！！

気兼ねなく相談できる！



またこのような方もいるかもしれません。行きづらい他の人の目が気になってしまう、行くのが恥
ずかしいと。

行くのが

恥ずかしい他の人の目を
気にしてしまう

行きづらい



このような方の誰もが行きやすいをテーマとした地域の保健室を作ります。

誰もが行きやすい
建物デザイン

テーマ



第1に空き家を利用します。家みたいで行きやすいを追求し、目立たない外観、居心地の良い空間を
目指します。

空き家を利用！

居心地の良い空間

「家みたいで行きやすい」を追求！

目立たない外観



それと同時に大野市が抱える空き家問題も解決しちゃいます。

それと同時に！？

大野市が抱える
空き家問題も解決！

なんと！！



一旦ここで子育て支援センターとの違いをまとめると、地域の保健室は子育て以外のことでも何で
も相談できる、助産師などの専門家が来ることで出産までの不安を和らげることができる、目立た
ない外観で行きやすい、という3つです。

子育て支援センターとのちがい

子育て以外のことでも、何でも相談できる

助産師などの専門家が来ることで出産までの
不安を和らげることができる

目立たない外観で行きやすい



地域の保健室は週に2から3回開きます。担当は看護師さん、産婦人科医さん、助産師さん、カウン

セラーさん、保育士さんです。対象者は大野市内の方々です。対象年齢は小学生からお年寄りまで
大歓迎です。子連れも可能です。

地域の保健室について

週に２から３回

営業日

担当
看護師さん
産婦人科医さん
助産師さん
カウンセラーさん
保育士さん

対象年齢

小学生からお年寄りまで

大歓迎！！

子連れ可能！
０歳から！



突然ですが皆さんに質問です。福井県の合計特殊出張率は全国で何位でしょう？

皆さんに質問！！

合計特殊出生率
は全国で何位でしょう？

福井県



正解は9位です。

正解は

合計特殊出生率 1.50

厚生労働省「人口動態統計」2020によると



でも人口が多い件ほど出生率が高いんじゃないの？と思う方もいるかもしれません。

人口が多い県ほど
合計特殊出生率が
高いんじゃないの



では実際に調べていきましょう。合計特殊出張率ランキングの第1位は沖縄県、第2位は島根県、第
47位は東京都です。ではなぜ2位である島根県は福井県と同様人口が
少ないのに率が高いのでしょうか。

厚労省「人口動態統計」2022によると

沖縄
島根
宮崎

１位
２位
３位

45位
46位
47位

北海道
宮城
東京

合計特殊出生率ランキング！

２位である島根県は福井県と同様、人口が
少ないのに、なぜ出生率が高いのか？？



島根県の出張率が高い理由は主に子育て政策に力を入れたことで人口減少に打ち勝ったことが主な
要因です。また田舎での出産子育て環境の良さが理由です。

島根県の出生率が高い理由

子育て対策に⼒を⼊れてきたことが出⽣率の改善

田舎での出産、子育て環境の良さが理由

人口減少に打ち勝ったこと
が大きな要因！！



このことから福井県も人口減少対策子育て政策に力を入れれば人口出率も上がり人口減少も防げる
ということが証明できます。これもこれを大野市も真似できるのではないかと考えました。

福井県も島根県と同じく
田舎で人口が少ない

このことから

福井県も人口減少対策、子育て政策に力を入れれば出生率が上
がる！！

人口減少を防げる！

大野市も、それをマネできる！！



結論です。大野市に病院が少なくても地域の保健室を作ることによって子育てを安心して子育てを
することができます。大野市に住みたい人が増え子供の数が増え合計特殊出張率が上がります。最
終的に私たちのテーマである人口減少を防げるのではないかと考えました。

結論

病院が少なくても地域の保健室を作ることで安心して
子育てをすることができる

大野市に住みたい人が増える

子供の数が増える

合計特殊出生率が上がる

人口減少を防げる



最後に1つ言いたいことがあります。近年保育士として働く人々が減少してきています。保育士は子

供の命を預かっている大事なお仕事です。そんな保育士さんが減少してしまうと子供の成長に害が
及ぶかもしれません。そうなそうならないためにも私たちは今後保育士さんの数が増えていく
こと増えていくことを願っています。

大野市民が笑顔に


